
道等から建築物又はその敷地に設けた案内設備（

点字、音声その他の方法により視覚障害者を案内

するものに限る。）までの利用者の用に供する経

路のうち一以上を、視覚障害者が円滑に利用でき

る経路（以下「視覚障害者利用円滑化経路」とい

う。）とすること。ただし、当該道等から当該案

内設備までの経路が主として自動車の駐車の用に

供する施設に設けられるものである場合、又は当

該案内設備が建築物の内にある当該建築物を管理

する者等の常駐するものであって、当該案内設備

から直接地上へ通ずる出入口を容易に視認でき、

かつ、道等から当該出入口までの経路が⑵及び⑶

に定める基準に適合する場合においては、この限

りでない。



(2)(ニ)ロの規定にかかわらず、視覚障害者利用円

滑化経路を構成する敷地内の通路のうち、次に掲

げる部分には、点状ブロック等の敷設を行わない

ことができる。
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